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11. 1. 0 原文






11. 1. 1 苫二き下し
故の嘉議大夫・戸音1侍郎、古iITの翰林国史i引鮒|多官にて、諸王に経を授けし青丘先生高幹文集ー十八巻(ー
に二十四巻に作る)、 1:1-チ若干稿、今二千若干謡、儒士の徐庸字(アザナ)は用理の広むる所なり。用
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(ミズカ)ら見れ、著者数千万言、沈tJ. Nl1誕にして、 ~tのうも王の道を明らかにし、当 i止の務めを i凍ぶる
ことI俗備われり。




















之説] ìj刻司 11寺代の遊説家が丹l いた['i<J家[需の連合や離間を画策する外交上のやI~策。縦横は合従と j主fg!rの外交
持闘は I~司いたり合わせたりする意で、組手を分裂させたり丸め込んで、自分のl味方につけたりする計略。
































11. 2. 3 
[韓愈] 768~824o li守の文学者。 Ji苦労ミ八大家の一人。字は退之、号はiZ索。1'>>11宗元らと古文復興をi唱え、
六朝以来の華麗な散文の文体を変革した。 iN命イム骨表jを奉って志宗の怒りにふれ、 il加'"に左還された。[八
代]後漢、説、晋、米、斉、 f荘、 I~i、開の八つの王拐を言う。宋の蘇i拭が、韓愈の功ifi を讃えて iì?}J ナH の
韓文公闘の碑jで「丈は八代の衰を起こし、 j庄は天下の溺を済うJと述べたことを踏まえる。 i詩史]史
を題材にとり、歴史的事実を反映している詩。唐の孟梁(モウケイ)の f本事詩j 逸篇が、安史の乱
















































































































11. 4. 3 語釈

























諮公初1.f~即袋、制改合梓、始成缶I喝、 f昨今所増入、主::多背所楽去者、務存於 i止、錯置其 i司敗。不然、作於
三年者、悉取而未及i郁歎。 読者額以潟病。長IJ欲f多其詩、適所以累よt才敗。























































































ョウケイギョイン)叢話前集j 柳将111+1 の項に見える言葉。「東;披云う、 f而して社子美、李太告は英f~李総i止
の資を以て、百代に凌跨し、古の詩人尽く廃さる。然れども貌普以来、高風盛を純ち、亦た少しく衰えた
り.lJとある。[英偉}才能がすぐれて偉大である。{凌跨]超越する。




























12. 3. 3 語釈
[J誌詩文}立居ふるまいや心中が、 1院でのんびりとして心地よいさま、また酒脱で自然なさま。[関連]安
熊として孤高であるさま。[江iMllJIとiMJo[:li.!U傑出している。[:iiik械l王立子]それぞれ唐代の詩人主主応物




















13. 1. 1 書き下し
吾が蘇のilf:J太史先生は詩をtJ、て国初に鳴る。 i文に能詩者を称名すれば、必す、先生をJ、て之が首と為す。





































































『高7守正集Ji劉昌序J 「張泰序j 訳j主11~ 65 
たとえ不幸をこうむったとはいえ、また何を残念に思おうか。このことは浅薄卑保なものたちと同列に論
じることはできないのである。









































13. 3. 3 語釈
{詞オ水}翰林院の別称。{続長]唐代に翰林誌の学ことの長であるi翰林学士承旨をi克長と呼んだ。官以後、
元代まで、設置[され、元で、は従一品であった。明j青で、は廃止されたが、 rl)Mはまだ元illJを踏襲していたよう
である。{南|場]地名。 I}l j のときは南|湯府があっ t::. o 今のìITH{雪省I十ITI~ rI1 o [李公]李賢 (1408-66)を指す。









祖はi詩渓の人で、あったが、ラiミj慌のとき、 irl江に移り住んだ。 1替渓、 ir百江とも明のときは金華府に属してい
た。元米は|語通していたが、明初に太極に召され、以後老年で退職するまで、太根を補佐し、功は開国の丈
庄の苦とされた。総裁官となって元史を編修し、官は翰林学士などを経て学士承旨・矢Lli対話に至った。 朝
廷の文章の多くは彼の手によるもの。若に『宋学士全集』などがある。[一統志]明の李賢等が詔を泰じ
した中国全土の地理者:。九十巻。天)1員五年 (1461)干Uo[疏}行を分けて書く。{君1I之第一人]現行
の f大明一統志i巻八i刷、ト1)奇では、人物の項の「本朝jの冒頭に高啓が挙げられている。日間同!日:に銘
じる。{磁:論}正しくて適切な言論。
[IÍJ~] 身体全体のわく。人の精気を魂というのに対して、人の形体をいう。{指紋]消失する。止む。{
副}劫ける。[仁1:1家]中産階級ほどの家。[1良貸]借金する。[如]1日暦二月の別称。{月朔]IEIJ習で月のは
じめの日。[翰林国史検討]名誉ある翰林官の一つで、翰林院の中に設けられた翰林院検討のこと。歴史
文献などをつかさどる。翰林院編{I多の下に塙し、従戸七品。{鍛仕郎]文官で従七品という官吏の等級をあ
らわす名称。{宴東]1也名。昆LJ!早(今の江蘇省昆1市)のJIj称。安江(太初]から流れ見UJ、太倉を通過
して長江に合流する。「婆江1今泉序j注参照)の東の意であろう。この張泰と昆Liの|接抗と太倉のi盗容の
三人は「安東の三胤Jと称された。[張泰]字は亨保。太倉の人(今の江蘇省太合集。当時は太倉衛が泣
かれていた)。天眼八年 (1464)の進士。官は翰林説庶吉士から、翰林院検討をへて翰林!完修撰に至った。
に工で、当時、詩名は李京協と並びJかされ、 ri舎前1(詩)君主Jがあった。区l十九歳で没した。伝は;明
史J巻286文苑伝など。
